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１．はじめに

今回、「多摩川上流雨水幹線」シールド工事の一部区間で双頭アンカーセグメン

（以下本セグメントと呼ぶ）を適用し 本セグメントの継手 トンネル軸ト た。 は

本文で方向に挿入してセグメントリングを接合するリング間継手である。

は、この継手を実工事に適用することにより確認された組立性、各種計測結果およ

び出来形について報告する。

２．施工結果および考察

当工事は、仕上り内径がφ 、桁高 のＲＣセグメントを使用す4,500mm 250mm

る二次覆工省略型のシールドである。セグメントは６分割で、一般部はリング間・

セグメント間ともにボルト式の継手を使用している。本セグメントはリング間継手に軸

方向挿入型の双頭アンカー継手を、セグメント間継手に袋ナット継手を採用し、到

図－１ セグメント組立図達手前の１０リングに適用した。

2-1.セグメント組立性

組立時間はエレクターの把持から挿入開始、把持解放までを

１サイクルとし、１セグメントごとに測定した。一般部でのボルト式

継手の組立時間は１リング４０分程度である。今回使用したエレ

クターは軸方向挿入用でなかったが、位置決めが完了し、挿入

を開始すればその後の調芯性もよいため、２分で組立完了する

ピースもあった。微調整機能を有するエレクターを使用し、施工

リング数が増せば１リングを２０分程度で組むことは可能であると

考えられる。

写真－１ 双頭アンカーセグメント継手部2-2.計測結果

アンカー筋、雌部材の応力をシールドジャッキ圧、ジャッキス

トロークと連動させて計測した結果の一部を示す。図－３、４、５

に示すグラフはＢ２セグメントの組立挿入時を３秒ピッチで計測

した経時変化である。アンカー筋はシールドジャッキ押込み時

に、曲げ応力が発生し、ジャッキを抜くと曲げ応力が下がるのが

確認できた。これは、組み立てる際、シールドジャッキ２本を使

用したが、ジャッキが同調する機構を有していなかったため、２

本に均等に が作用せず発生した結果である。雌部材に発荷重

図－２ ひずみゲージ設置図生する応力は、軸方向には圧縮応力、円周方向には引張応力

が発生し、要素実験の結果と相違はなかった。
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挿入完了以降も計測は行ったが、その後の変

化はほとんど見られなかった。アンカー筋および

雌部材に発生した応力はいずれも許容応力度内

であり、座屈等の問題はなかった。挿入力に関し

ては、Ａ、Ｂセグメントの継手４箇所同時に均等な

力がかかることはなかったと考えられるが計測結

果から判断し１本当たりに換算すると１４０～２５０ｋ

Ｎであり、要素実験の結果と同程度であった。

2-3.出来形

目違い、目開きおよび真円度を全リングで測定

図－３ アンカー筋応力経時変化図した。目違いはリング間、セグメント間ともに最大

でも 程度であり、調芯性がよいため精度1.0mm

はボルト継手より高かった。目開きに関しては組

あったが、立直後、大きい箇所で 程度2.0mm

次リングの掘進後、推力の働きで最終的に

は ～ になり、漏水は見られなか0.3 0.4mm

った。また、セグメントの欠損も発生せず、

真円度に関してはボルト継手より良好な結

果となった。

３．まとめ

今回の実施工結果では、部材に発生する応

図－４ 雌部材軸方向応力経時変化図力に問題はなく、出来形に関してはボルト継手より

も良好な結果が得られた。本継手の開発目的の

ひとつである高速施工に関しては、エレクターの

構造が大きく関わっているが、シールド機の製

作時に対処することで十分対応は可能であると

考えられる。 また、曲げ応力の発生を生じさせ

ずに、均等に挿入するにはシールドジャッキの

同調機能が必要であることも確認できたが、これ

も対処可能である。今後、二次覆工省略型のセ

グメントとして、リング間の継手と同時にセグメン

ト間の継手の締結も完

図－５ 雌部材周方向応力経時変化了するセグメントの開発

を進め、二次覆工省

略型および高速施工

に対応可能なセグメン

トを確立したいと考え

る。

写真-２ 組立完了状況 写真-３ Ｋｾｸﾞﾒﾝﾄ組立前状況

-150.0

-100.0

-50.0

0.0

50.0

100.0

150.0

16:24:58 16:27:50 16:30:43 16:33:36 16:36:29 16:39:22 16:42:14

時　間

（Ｎ／mm 2）

AS1
AS2

AS3
AS4

AS1

AS2

AS3

AS4

挿入開始

挿入完了

応
　
力

-150.0

-130.0

-110.0

-90.0

-70.0

-50.0

-30.0

-10.0

10.0

30.0

50.0

16:24:58 16:27:50 16:30:43 16:33:36 16:36:29 16:39:22 16:42:14

時　間

（Ｎ／mm2）

F1(Y)

F2(Y)
F3(Y)

F4(Y)

F1(Y)

F2(Y)

F3(Y)

F4(Y)

挿入開始

挿入完了

応
　

力

-50.0

-40.0

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

16:24:58 16:27:50 16:30:43 16:33:36 16:36:29 16:39:22 16:42:14

時　間

（Ｎ／mm2）

F1(X)

F2(X)
F3(X)

F4(X)

F1(X)
F2(X)

F3(X)

F4(X)

挿入開始

挿入完了

応
　
力


	kyotsu: 　　土木学会第55回年次学術講演会（平成12年9月）
	No: Ⅵ-40　　


